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この広報は、赤い羽根共同募金の助成により発行されています。

ほほえみ
TEL FAX ホームページ https://www.protech-web.co.jp/homepage/tomamae
社会福祉法人苫前町社会福祉協議会　苫前郡苫前町字旭37番地の1　苫前地区コミュニティセンター内

　「生活福祉資金貸付制度」は、他の貸付制度が利用できない低所得世帯や障がい者世帯、高齢者世帯に

対し、資金の貸付けと必要な相談・支援により、経済的自立と生活の安定を図ることを目的とした公的

な貸付制度で、厚生労働省の要綱に基づき、運営されています。実施主体は北海道社会福祉協議会、相

談や借入申請等を苫前町社会福祉協議会で受け付けています。

　民生委員や社協により、相談から償還（返済）が完了するまで、貸付けを行うことが世帯にとって有

効か、貸付け後に困りごとは生じていないか等、世帯の自立に向けた継続した支援が行われます。

　総合支援資金、緊急小口資金、教育支援資金などの種類がありますが、８月末までは、新型コロナウ

イルス感染症の影響による生活困窮対策として特例貸付も実施されていますので、お気軽にご相談くだ

さい。

※特例貸付に関するお問い合わせは、特例貸付コールセンター（フリーダイヤル 0120－321760）へ

　受付時間　9：00～18：00（土日・祝日を含む）

鮫 生活福祉資金貸付制度のご案内

　今年度の赤い羽根ご当地ピンバッジデザインがいよいよ完成しました。前回広報でもお知らせしてい

ますが、香川在住の伊藤沙智さんのデザインをもとにしたものに加え、昨年に引き続き、お馴染みのカ

ントリーサインを用いたバッジを作成します。

　さらに、北海道共通デザインの「北のどうぶつ～キタキツネ～」「初音ミク」「雪ミク」の３種類のデザ

インを合わせ、計５種類のバッジで今後の赤い羽根共同募金運動

を盛り上げて行きます。募金額500円につき、ご希望のバッジい

ずれか１つを進呈しますので、地域の皆様からのご支援をどうぞ

よろしくお願いいたします。

　バッジは、７月中旬以降、社協事務局のほか、町内の赤い羽根

協力店にて頒布の予定ですので、お気軽にお問い合わせください。

鮫 赤い羽根ご当地ピンバッジのデザイン完成！

　毎年度実施されている古丹別小学校（山口清敏校長）４年生の福祉体験学習（地域学校協働活動）が、

６月23日、社協職員・町公民館職員を講師役に行われました。

　当日出席した７名の児童は、２つのグループに分かれて車いす体験、視覚障害体験、高齢者体験の３

種類のメニューを順番に疑似体験しました。車いすに試乗し

て操作方法を学んだり、アイマスクを着けて白杖の感触を頼

りに歩いたりといった体験を経て、ハンディキャップを持つ

人の気持ちや、支える人としての気持ちなどについて、お互

いの感想を共有しながら、学習を深めました。

鮫 福祉体験学習が行われました

生活福祉資金は…

刷 「世帯」に対する貸付です。

刷 貸付により「経済的な自立が図られる」と見込まれることが必要です。

刷 民生委員等の相談・支援が必要です。

刷 他の貸付制度及び公的支援を優先してご利用いただきます。

刷 事後申請は貸付対象外です。（一部例外あり）



　この事業は、高齢や障がいにより、日

常生活上の判断に不安を感じていて、在

宅で生活している方を対象に、「生活支

援員」が訪問して、日常生活の心配ごと、

困りごとの相談を受けながら、福祉サー

ビスを利用する手続きのお手伝いや、日

常生活費の管理をお手伝いする事業です。

　この事業を利用するためには、具体的

な援助内容を理解できる判断能力が必要

ですが、医師による認知症の診断や、療

育手帳・精神障害者保健福祉手帳の有無

は問いません。

　サービス利用の際には料金が発生しま

すが、相談は無料ですので、ご自身やご

家族のことで気になる方は、お気軽に社協へご相談ください。

鮫 日常生活自立支援事業を
ご存じですか？
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　決算書及び事業報告書については、関

係法令の定めに従い、社協事務所におい

て閲覧することができます。また、イン

ターネット上では、財務諸表等電子開示

システムにより公表されているほか、社

協ホームページからダウンロードにより

入手することも可能です。

鮫 令和２年度社会福祉法人苫前町社会福祉協議会決算について

　新型コロナウイルス感染症対策のために延期していた「まちなかサロン」ですが、苫前地区コミュニ

ティセンターにて、いよいよ７月20日に第１回目の開催となります。これまで同様、運営ボランティア

と参加者とが和気あいあいと会話などを楽しみながら過ごせる場所にしたいと考えていますので、お気

軽にお立ち寄りください。

　また、８月２日には今年度第２回のふれあい倶楽部を開催します。午前中はフラワーアレンジメント、

午後からはふまねっと運動を行いますので、たくさんのご参加をお待ちしています。

　どちらの事業も、運営のお手伝いをしていただくボランティアさんを随時募集していますので、興味

がおありの方は、ぜひ会場へお越しいただき、事業の様子をご覧になってください。

鮫 まちなかサロン・ふれあい倶楽部のお知らせ
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施設整備等収入計棺589,968寄付金収入

1,164,752固定資産取得支出
支
出

24,841,427経常経費補助金収入

232,320ファイナンス・リース債務の返済支出319,760受託金収入

1,397,072施設整備等支出計款625,104事業収入

△ 1,397,072施設整備等資金収支差額歓＝棺－款7,833,896介護保険事業収入

221,256積立資産取崩収入収
入
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604,691障害福祉サービス等事業収入

221,256その他の活動収入計汗84受取利息配当金収入

1,987,757積立資産支出
支
出

193,100その他の収入

300,000その他の活動による支出35,373,530事業活動収入計敢

2,287,757その他の活動支出計漢25,330,892人件費支出

支
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△ 2,066,501その他の活動資金収支差額澗＝汗－漢1,993,951事業費支出

予備費支出潅4,240,047事務費支出

△ 619,113当期資金収支差額合計環＝桓＋歓＋澗－潅344,000助成金支出

620,180その他の支出

2,372,105前期末支払資金残高甘32,529,070事業活動支出計柑

1,752,992当期末支払資金残高環＋甘2,844,460事業活動資金収支差額桓＝敢－柑

◎ 資金収支計算書 （単位：円）

負債の部資産の部

金額科　目金額科　目

8,769,554【流動負債】8,801,002【流動資産】

2,314,262事業未払金7,366,524現金預金

274,5601年以内返済予定リース債務1,398,677事業未収金

300,000１年以内返済予定町補助金返還金25,000前払金

88,110未払費用10,000短期貸付金

4,215,931未返還金801仮払金

429,707職員預り金

1,146,984賞与引当金

9,809,728【固定負債】12,039,027【固定資産】

929,280リース債務1,000,000（基本財産）

4,430,970退職給付引当金1,000,000定期預金

4,449,478町補助金返還金

18,579,282負債の部合計11,039,027（その他の固定資産）

純資産の部3車輌運搬具

1,000,000【基本金】2,150,577器具及び備品

3,984,411【国庫補助金等特別積立金】1,203,840有形リース資産

1,410,017【その他の積立金】1,833,840ソフトウェア

1,410,017愛情銀行積立金4,430,970退職給付引当資産

△ 4,133,681【次期繰越活動増減差額】1,410,017愛情銀行積立資産

1,179,094（うち当期活動増減差額）9,780その他の固定資産

2,260,747純資産の部合計

20,840,029負債及び純資産の部合計20,840,029資産の部合計

◎ 貸借対照表 （単位：円）




